
｜　組合員資格確認のお願い　｜
 出資に係る下記事項が生じた場合は、手続きをお願いいたします。

● 氏名（名称）、住所が変更になった場合
● 組合員資格の変更が生じた場合
● 組合員死亡の場合 （相続手続きをお願いします）
� など

正組合員資格要件
　● 農業経営者…耕作面積要件なし 
　◆ 農業従事者…�農業従事日数要件	

1年のうち30日以上

詳しくは、最寄りの支店･出張所まで お問い合わせください。

店舗の詳細は
ホームページまで

営営 農農 情情 報報
　台風シーズンを迎え、今後の水稲の管理や農業施設への影響が気になるところです。
これからも基本的な技術を実践し、無事実りの秋を迎えましょう。
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台
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。

水稲病害と適用薬剤例
適用病害名 薬剤名・使用量 使用時期

いもち病 コラトップ粒５  3-4kg/10a 葉いもちに対しては初発10日前〜初発時	
穂いもちに対しては出穂30日前〜5日前まで

紋枯病 モンカット粒 　3-4kg/10a 出穂30日-10日前　ただし収穫14日前まで
カメムシ ダントツ粒　 　3-4kg/10a 収穫７日前まで

※農薬を使用する前にラベルをよく読み、使用時期、施用量を守りましょう。

水管理・圃場管理のイメージ

湛水管理

溝切り

中干し 土づくり
資材散布

6月 7月 8月 9月 秋～春

出
穂
期3週間 3週間

収穫作業時にコンバインが
沈まないようにしっかり行う

間断かんがいで水分補給
落水は収穫の５日前

カドミウム吸収低減、
米の品質向上に効果
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